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令和７年７月15日	 第	２３３	号　（2）

消防団　村団総合訓練と飯伊消防技術大会 開催される

このページに関するお問い合わせは、総務課 総務係へ　電話　27−2311

　6月 15日（日）村団総合訓練が開催されました。当日は雨模様でしたが午前中は機関班による小型ポンプ
操法訓練披露と救護班による三角巾を使用した救護訓練が行われました。また、午後からは昨年に引き続き
消防団家族と小学生を対象とした消防フェスが開催されました。
　消防フェスでは、6月 22日に喬木村で開催された飯伊消防技術大会に参加する先頭分団（第２分団）とラッ
パ班の督励を兼ねた発表が行われたほか、消火器・水消火器による消火体験やホース展張体験、積載車によ
る巡視体験、防火服を着ての記念撮影、救護講習が行われました。当日は約 70名の皆さんにお越しいただ
き消防団の活動について家族や子供達に知ってもらうよい機会を作ることができました。
　また飯伊消防技術大会では、先頭分団、ラッパ班ともに日頃の訓練の成果を十分に発揮することができま
した。消防団員の日頃の努力と家族の皆様のご理解に感謝申し上げます。

開会式

消火体験

飯伊大会の様子

救護訓練

救護講習

ホース展張体験

記念写真

主　将　木下　満夏
指揮者　池戸　　耀
１番員　藤本　真斗
２番員　藤本　颯人

３番員　伊藤　凌汰
補　欠　瀧井　悠爾
補　欠　塩沢　宏平
補助員　宮嶋　雄士

指揮者　折山　勇太
ラッパ　宮島　卓也
　〃　　小木曽浩大
　〃　　佐々木淳裕

ラッパ　松野　珠実
打楽器　代田　直輝
　〃　　金田　　諒
　〃　　伊藤　　空

飯伊消防技術大会　出場者及び成績
小型ポンプ操法の部【第 4 位】 ラッパ吹奏の部【第３位】



（3）　令和７年７月15日	 第	２３３	号

下條村下條村 に参加しましょうに参加しましょう総合防災訓練

地震が起きる前にできること

このページに関するお問い合わせは、総務課 総務係へ　電話　27−2311

８月31日（日曜日）に防災訓練を行います。
「災害はいつ発生するかわかりません」全員の皆さまの参加をお願い致します。

●家具が転倒しないよう、壁などに固定しましょう
●寝室やこども部屋には、できるだけ家具を置かないようにしましょう。
　置く場合もなるべく背の低い家具にするとともに、倒れた時に出入り口を	
ふさいだりしないよう、家具の向きや配置を工夫しましょう。

●手の届くところに、懐中電灯やスリッパ、ホイッスルを備えておきましょう。
●電気やガス、水道などのライフラインが止まった場合に備えて、普段から	
飲料水や保存の効く食料などを備蓄しておきましょう。

●自宅が被災したときのために、非常用持ち出しバックを用意し、いつでも	
持ち出せるようにしておきましょう。

●ご家族、ご近所同士の安否確認方法を決めておきましょう。
　（災害用伝言ダイヤル	等）
●避難場所や避難経路、危険箇所をハザードマップ等で確認しておきましょう。

下條村避難所一覧 下條村ハザードマップ 首相官邸HPより

時　　間 訓　　練　　内　　容

事前に ・家具等の固定　・非常持ち出し袋の準備と点検　・家族で災害時の行動確認

午前８時 30 分 訓練用緊急地震速報が各家庭の音声告知と防災無線スピーカーから放送が流れます。

午前 8 時 30 分 10 秒
緊急地震速報対応訓練（自分の身を守るシェイクアウト訓練）
　①姿勢低く　②頭を守って　③テーブルや机の下などに揺れが収まるまで待つ
地震発生（訓練放送）

午前８時 31 分 組、地区ごとに決めてある一次避難場所に全員避難する
隣組長等（一次避難場所代表）は、  様式１の隣組長用の安否確認用の用紙に記入

組毎に集合出来たら
各地区避難所へ避難する。
　①組内に避難の際に支援が必要となる方の確認をする
　②避難経路中　ハザードマップで危険個所等を確認する

午前 ８時 45 分頃

各地区避難所にて　組長は本部長（連絡員）に安否確認・情報伝達を行う
隣組長等  =  記入済の様式１　安否確認用紙を本部長に渡す
本 部 長  =  組長からの安否確認用紙を様式２集計表に転記し、村災害対策本部へ
　　　　　   連絡員用タブレット端末で報告する

午前 ９時 00 分頃

各地区ごと訓練終了

〇消防団指導による、応急救命・心肺蘇生法訓練（各分団内２カ所を選定）
〇消防団指導による、消火器・消火栓取扱い訓練・患者搬送訓練（応急救命・心肺蘇生法訓練　以外の地区）
※いざという時にスムーズに取り扱いができるよう、積極的に参加しましょう

非常持出袋をお持ちの方は、
持参してください



タイヤ洗浄機ではタイヤに
付着した泥などをノズルか
ら噴出させた水で洗い流し、
タイヤを綺麗に洗うための
設備です（^o^）

地下排水工に使用するフィルター材や
現場内で資材を運ぶ不整地運搬車です。
名前の通り、整地をされていない現場
内の工事用道路を走り回ります（^o^）

村道１号

国道 151 号 至 

阿
南
町

至 

飯
田
市

令和７年７月15日	 第	２３３	号　（4）

中央新幹線、風越山トンネル ( 上郷 ) 特定建設工事共同企業体 
住所　⾧野県下伊那郡下條村睦沢 208  ／  電話　0260-31- 0083

工事に関する
お問合せ先

リニア発生土造成工事状況！

今後も皆様の生活への影響に配慮しながら、工事を安全に進めてまいります。

このページに関するお問い合わせは、振興課 建設係へ　電話　27−2311

　リニアトンネル掘削による発生土の運搬・盛土工事では引き続き事業用地内の伐採作業、配管工事、
盛土工事等を進めています。
　地下排水管を設置した場所では盛土工事も徐々に進み、平場が広がり発生土の受け入れもスムーズに
進むようになりました。盛土の高さも上がってきたため、ダンプトラックのタイヤを洗い、綺麗にする
ための設備（タイヤ洗浄機）を設置しました。タイヤ洗浄機を設置するまでは、散水車やホース等でダ
ンプトラックの清掃をしていましたが、村道や国道の路面が綺麗な状態を維持できるよう、環境にも配
慮しながらリニア発生土の受け入れを進めてまいります。
　より一層、工事用車両出入口での安全管理やダンプトラックの一定の車間距離を保つことで、地域の
皆様・観光の皆様が安心して通行ができるよう心掛けていきますが、ご通行時にはご注意いただければ
幸いです。	 中央新幹線、風越山トンネル ( 上郷 ) 特定建設工事共同企業体



（5）　令和７年７月15日	 第	２３３	号

下條村  粗大ごみ・小型家電の回収のお知らせ

㈱恵那興業リサイクルセンター

栗矢トンネル栗矢八幡社
（阿智村）

親田トンネル
県道 64号線

至：R151号

下條村役場

このページに関するお問い合わせは、振興課 建設係へ　電話　27−2311

　令和７年度より、下條村の粗大ごみ等の持ち込みは、阿智村の「（株）恵那興業リサイクルセンター」
へ直接持ち込んでいただく方法に変更となりました。昨年度と収集品目など内容が異なりますのでご確
認の上ご利用ください。受け入れ可能な品目も増加しますので持ち込み可能かどうかは（株）恵那興業
へお問い合わせください。（☎	0265-43-2526）平日及び土曜日の受け入れとなります。

　実施日　
令和７年７月 22 日（火）～７月 26 日（土）午前９時～ 12 時／午後１時～４時
※年間 3回実施する予定です。（実施予定月：７月、11月、３月）

　持ち込み先　
株式会社 恵那興業 リサイクルセンター
〒 395-0302	長野県下伊那郡阿智村伍和 3954　　　☎	0265-43-2526

　収集品目・料金について　　
〇小型家電の処分費は村で負担します。（無料）
〇金属製品は、無料です。
〇粗大ごみは、有料です。当日持ち込み時に集金します。
〇布団などの『ごみ袋に入らない燃やせるごみ』は「稲葉クリーンセンター」への持ち込みが
お得です。
〇品目にない場合も収集が出来る場合がありますので業者へお問い合わせください。

　家電リサイクル品目　
テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・乾燥機、エアコン	➡	リサイクル券＋運搬費（1台２,000 円）
が必要です。※家電リサイクル券を持参した場合のみ収集します。

　注意事項　
・乾電池・蛍光管は外して持ち込んでください。
・灯油・ガソリン・オイル類は必ず抜いてください。
・電気カーペット・こたつ・電気毛布は有料粗大ごみ扱いです。
・ごみ搬入時は、全戸配布通知裏面の回収申込書に氏名・品目・数量を記入のうえ、現地で、業

者へ提出してください。

　搬入ルート案内図　
　県道 64号線を阿智村方向へ進み、栗矢八
幡社横交差点を右折して、3か所の分岐を左
側の道を進み、道なり行くと（株）恵那興業
リサイクルセンターが左手に見えます。
　下條村役場から 6.2 ｋｍ（約 11分）

　お問い合わせ　
〇品目について	………………株式会社	恵那興業リサイクルセンター　	☎	0265-43-2526
〇収集全般について	…………下條村役場	振興課	建設係　　　　　　　☎	0260-27-2311



令和７年７月15日	 第	２３３	号　（6）

このページに関するお問い合わせは、住民税務課 住民係へ　電話　27−2311

国保のみなさんへのお知らせ
１．８月１日からは「マイナ保険証」　または、「資格確認書」で受診してください
　　マイナンバーカードに健康保険証利用登録をされていない方には、８月１日からお使いいただく
「資格確認書」（藤色）を７月下旬にお送りします。記載内容に間違いがないかご確認ください。有
効期限は令和８年７月 31日となります。
　　資格確認書が届かずに「資格情報のお知らせ」が届いた方は、マイナンバーカードに健康保険証
利用登録をされていますので、マイナ保険証で受診してください。

２．限度額適用認定証の申請をお願いします	
　　自動更新はされませんので、これまでお持ちの方を含めて、８月以降に必要な方は、資格確認書
と本人確認書類（免許証等）を持参の上、申請をお願いします。	マイナ保険証で受診する場合、認
定証は必要ありません。

３．令和７年度の国民健康保険税の税率・税額が決定しました
　　国民健康保険の財政は加入者の皆さんに納めていただく国保税と村・県及び国の補助金や負担金
等を財源に運営しています。県は県内全域での医療費等の見込みを立て、運営に必要な事業費納付
金を市町村別に決定します。村は皆さんに納めていただく国保税を事業費納付金に充て、県へ納付
しています。
　　税率・税額は市町村ごとに設定していますが、長野県内であればどこへ転居しても国保税が同じ
くらいであるべきという観点から、令和９年までに医療分の均等割額と平等割額を二次医療圏（飯
伊圏域）の税額に近づけ、いずれは税率・税額水準の平準化を行うことを目指しています。
　　下條村では大幅な改定を一度に行うことにならないよう、令和４年度から段階的に税額を引き上
げており、令和７年度の税額の改正は６月定例議会において下表 1のとおり可決・成立されました。
　　世帯ごとの賦課額についての明細は７月中旬にお送りする納税通知書をご確認ください。

◆ 事業費納付金：県へ納める納付金。
　５年度からは 1.2％増加しました。７年
度は 73,905,604 円となり、６年度から
は 6.7％減少の予定です。

◆ 医療給付費：村から医療機関へ支払う医
療費や自己負担限度額を超えた時に支給
する高額療養費など。

　５年度からは 8.8％減少しました。

◆ 被保険者数：５年度からは 59名、8.4％
減少しました。

医療分の均等割額・平等割額、後期分・介
護分の平等割額を二次医療圏の税額に近づ
くように引き上げ、後期分・介護分の所得
割率を引き下げました。

◆ 所得割率：前年度所得総額にかける割合
◆ 均等割額：一人あたりの額
◆ 平等割額：一世帯あたりの額

区　　分 年度 所得割率 均等割額 平等割額

６ 5.50% 19,100円 17,300円

７ 5.50% 19,300円 18,100円

６ 2.66% 9,100円 7,700円

７ 2.50% 9,100円 8,000円

６ 2.23% 9,500円 5,200円

７ 2.00% 9,500円 5,500円

後期高齢者
支援分

介護
納付金分

医療
給付費分

１．令和７年度の国保税

4年度 5年度 6年度
事業費納付金
医療給付費

77,829,165
189,794,013

725　　

78,272,881
200,090,605

702　　

79,215,149
182,394,706

643　　

600
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640

660

680

700

720

740

50,000

0

100,000

150,000

200,000

250,000
単位：千円

2. 事業費納付金・医療給付費・被保険者数の推移

被保険者数
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このページに関するお問い合わせは、教育委員会へ　電話　27−1050

学
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だ
よ
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活
用
」

「
人
口
・
子
育
て
支
援
」「
防
災
」
の
五
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
発
表
・
意
見
交

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
学
生
が
考
え
る
村
の
課
題
や
、
こ
ん

な
村
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

　
教
育
委
員
会
で
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
す
く
す
く
で
、
未
就
園
の
親
子
の
遊

び
や
交
流
の
場
と
し
て
、「
つ
ど
い
の
広

場
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
通
常
の
開
所
は
平
日
九
時
三
十
分
～

十
五
時
ま
で
で
す
が
、
保
育
所
に
通
っ
て

い
る
お
子
さ
ん
の
利
用
ニ
ー
ズ
に
も
対
応

す
る
た
め
、
七
月
・
八
月
に
限
り
、「
夕

方
つ
ど
い
の
広
場
」
と
し
て
、
夕
方
の
時

間
帯
も
開
放
し
て
い
ま
す
。

　「
保
育
所
の
お
む
か
え
の
あ
と
、
す
こ

し
遊
ん
で
い
き
た
い
な
」「
暑
い
か
ら
、

屋
内
で
過
ご
し
た
い
な
」
と
い
っ
た
と
き

に
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
安
全
確
保
の
た
め
、
定
員
を
設

け
、
予
約
制
と
い
た
し
ま
す
。

　
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
つ
ど

い
の
広
場
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〇
対
象
者

　
未
就
学
の
お
子
さ
ん（
〇
歳
か
ら
年
長
）

　
と
保
護
者
の
方

〇
開
所
日
時

　
週
一
回
、
十
五
時
三
十
分
～

十
六
時
四
十
五
分
ま
で

〇
定
　
員

一
回
に
つ
き
　
お
お
む
ね
三
組
ま
で

予
約
状
況
（
お
子
さ
ん
の
年
齢
や
き
ょ

う
だ
い
の
人
数
な
ど
）
に
よ
り
調
整
し

ま
す
の
で
、
組
数
が
前
後
す
る
場
合
が

こ
ざ
い
ま
す
。

中
学
校

　
村
づ
く
り
意
見
交
流
会
開
催

夕
方
つ
ど
い
の
広
場
の

お
し
ら
せ

を
も
と
に
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
様
々
な
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。
新
し
い
事
業
の
提
案

だ
け
で
な
く
、
提
案
の
理
由
や
、
実
現
し

た
場
合
の
よ
い
点
・
問
題
・
課
題
、
そ
れ

ら
の
改
善
点
ま
で
ま
と
め
た
グ
ル
ー
プ
も

あ
り
、
見
ご
た
え
あ
る
提
案
と
な
り
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
参
加
し
た
関
係
者
と
質
問
や

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
交
流
会
の
内
容
を
ふ
ま
え
、
子

ど
も
た
ち
は
さ
ら
に
学
習
を
進
め
、
七
月

十
五
日
に
は
「
村
づ
く
り
意
見
発
表
会
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
地
域
の
こ
と

を
よ
く
学
び
、
グ
ル
ー
プ
で
の
考
え
を
深

め
、
発
表
会
で
は
磨
き
の
か
か
っ
た
提
案

が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

〇
利
用
方
法

　
事
前
に
つ
ど
い
の
広
場
へ
お
電
話
い

た
だ
き
、
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
原
則
、

開
所
日
の
一
週
間
前
か
ら
前
日
ま
で
を

予
約
期
間
と
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
キ
ャ
ン
セ
ル
等
に
よ
り
当

日
あ
き
が
で
る
場
合
に
は
、
当
日
の
ご

連
絡
で
も
利
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
問
い
合
わ
せ
先

　
つ
ど
い
の
広
場
　
電
話 

…

〇
二
六
〇-

二
七-

二
二
五
二

　（
不
在
時
）
教
育
委
員
会 

…

〇
二
六
〇-

二
七-

一
〇
五
〇

受
付
時
間
は
平
日
九
時
三
十
分
～
十
七

時
十
五
分
ま
で
で
す
。

※
今
回
の
夕
方
の
開
放
は
、
親
子
で
遊
べ

る
居
場
所
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
試

行
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
九
月
以
降
に
つ
い
て
は
、
七・
八
月
の

実
施
状
況
な
ど
を
ふ
ま
え
て
検
討
い
た

し
ま
す
。
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７月１日から 31 日まで　“社会を明るくする運動”強調月間です
犯罪や非行のない安全で安心な明るい地域社会を築きましょう

〇
第
四
十
三
回
長
野
県
小
学
生
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
選
手
権
大
会
兼
第
四
十
二
回
全
日

本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

長
野
県
予
選
会
　

　
林
　
　
拓
未
　
　
三
位

　
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会
（
八
月
一
日
、
二
日
、
茨
城
県
）

へ
出
場

〇
第
四
十
二
回
飯
伊
小
学
生
陸
上
競
技
大

会
（
五
月
二
十
五
日
、
飯
田
市
）

小
学
男
子　

一
・
二
年　

六
〇
ｍ

　
鈴
木
　
勘
介
　
　
七
位

小
学
男
子　

一
〇
〇
〇
ｍ

　
串
原
　
飛
嘉
　
　
八
位

小
学
男
子　

コ
ン
バ
イ
ン
ド
Ｂ

　
古
田
　
紘
一
朗
　
三
位
　

　
古
田
　
統
真
　
　
四
位

　
所
澤
　
蒼
大
　
　
七
位

　
川
上
　
楓
　
　
　
八
位
　

小
学
女
子　

一
・
二
年　

六
〇
ｍ

　
前
沢
　
舞
叶
　
　
七
位

小
学
女
子　

三
年　

六
〇
ｍ

　
古
田
　
舞
花
　
　
三
位

小
学
女
子　

一
〇
〇
〇
ｍ　

　
川
上
　
椿
　
　
　
一
位

小
学
女
子　

コ
ン
バ
イ
ン
ド
Ａ

　
串
原
　
陽
菜
　
　
四
位

小
学
女
子　

コ
ン
バ
イ
ン
ド
Ｂ

　
鈴
木
　
こ
こ
ろ
　
八
位

　
入
賞
者
は
南
信
大
会
へ
出
場

〇
第
五
回
南
信
地
区
小
学
生
陸
上

　

競
技
大
会
（
六
月
八
日
、
伊
那
市
）

小
学
男
子　

コ
ン
バ
イ
ン
ド
Ｂ

　
古
田
　
統
真
　
　
五
位

　
古
田
　
紘
一
朗
　
六
位

小
学
女
子　

三
年　

六
〇
ｍ

　
古
田
　
舞
花
　
　
六
位

小
学
女
子　

一
〇
〇
〇
ｍ

　
川
上
　
椿
　
　
　
一
位

　
入
賞
者
は
県
大
会
（
六
月
二
十
九
日
、

長
野
市
）
出
場
予
定

〇
第
四
十
五
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

小
学
生
大
会
上
下
伊
那
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

（
六
月
一
日
、
飯
田
市
）

　
三
穂
あ
な
ん
（
野
村
澪
衣
、串
原
陽
菜
、

久
保
田
唯
花
、
塩
沢
杏
花
）

　
準
優
勝
　

〇
第
四
十
五
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

小
学
生
大
会
南
信
大
会（
六
月
十
五
日
、

上
伊
那
）

　
三
穂
あ
な
ん
（
野
村
澪
衣
、串
原
陽
菜
、

久
保
田
唯
花
、
塩
沢
杏
花
）　

三
位

　
入
賞
団
体
は
県
大
会
（
六
月
二
十
八
、

　
二
十
九
日
、
東
信
）
出
場

〇
中
体
連
南
信
大
会
（
六
月
）

【
野
球
】　
四
位

【
剣
道
】

　

男
子　

個
人
　

　
熊
谷
　
真
人
　
　
三
位

　
杉
本
　
舜
輝
　
ベ
ス
ト
八

　
小
嶋
　
良
紀
　
ベ
ス
ト
八

　

女
子　

個
人
　

　
古
田
　
結
花
　
ベ
ス
ト
八

　

男
子　

団
体
　
　
一
位

【
卓
球
】

　

女
子　

個
人
　

　
新
井
　
桜
月
　
三
位

【
水
泳
】

　

女
子　

五
〇
ｍ　

自
由
形
　

　
下
嶋
　
花
菜
　
一
位

　

女
子　

一
〇
〇
ｍ　

自
由
形
　

　
下
嶋
　
花
菜
　
一
位

【
陸
上
】

　

女
子　

八
〇
〇
ｍ
　

　
熊
谷
　
莉
子
　
一
位

　
入
賞
者
・
団
体
は
県
大
会（
七
月
）出
場

※
小
・
中
学
校
か
ら
申
し
込
み
を
行
っ
た

大
会
の
入
賞
者
や
、
上
位
大
会
へ
進
出

す
る
入
賞
者
、
学
校
か
ら
報
告
の
あ
っ

た
大
会
入
賞
者
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い

ま
す
。

令
和
七
年
度

小
中
学
校 

大
会
の
記
録

ご存知ですか、総務省の「行政相談」
　行政相談は、国・県・村の行政などへの苦情や意見、要望を受け付け、担当行政機関とは異な
る立場から、その解決や実現を促進するとともに、行政の制度や運営の改善に活かす仕組みです。
　「どこに相談したらいいか分からない」「役場に申請したが進まない」「公共施設が壊れていて
危険」「窓口には行きづらい」など、こんな時にもご利用ください。村では、以下の日時で、相
談所が開設されます。
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『
母
親
か
ら
の
小
包
は

な
ぜ
こ
ん
な
に
ダ
サ
イ
の
か
』

　
原
田
ひ
香
　
著

　

そ
う
い
え
ば
五
十
年
以
上
前

に
送
っ
て
く
れ
た
駅
留
の
荷
物
は
、

荒
縄
で
縛
っ
て
あ
っ
た
な
あ
。
そ

の
中
に
、生
ク
リ
ー
ム
を
塗
っ
て
い

な
い
手
づ
く
り
の
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー

キ
が
新
聞
紙
に
包
ま
れ
て
入
っ
て

い
た
な
あ
と
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
本
は
、
昨
冬
に
整
形
外
科

病
院
に
入
院
し
て
い
る
時
、
夫
が

図
書
館
か
ら
借
り
て
き
て
く
れ
た

何
冊
も
の
新
刊
本
の
中
の
一
冊
で

す
。
宅
配
便
を
離
れ
住
む
三
人
の

子
ら
に
送
る
の
が
趣
味
に
な
っ
て

い
る
私
の
こ
と
か
し
ら
と
笑
い
な

が
ら
手
に
取
り
ま
し
た
。

　

六
話
の
短
編
か
ら
成
る
オ
ム
ニ

バ
ス
で
す
。
ど
れ
も
読
み
終
え
た

時
、
胸
に
温
か
い
も
の
が
湧
い
て

き
ま
す
。

　

第
六
話
「
最
後
の
小
包
」
は
、

再
婚
し
て
長
ら
く
会
っ
て
な
か
っ

た
母
親
の
急
死
を
知
ら
さ
れ
た
女

性
が
主
人
公
の
物
語
で
す
。
再
婚

し
た
母
の
伴
侶
や
そ
の
子
ど
も
た

ち
に
母
親
を
取
ら
れ
た
よ
う
な
気

持
ち
に
な
っ
て
、
泣
く
こ
と
も
で

き
ず
、
葬
儀
に
も
出
な
い
で
帰
っ

て
き
て
し
ま
っ
た
女
性
の
元
に
、

亡
く
な
っ
た
母
か
ら
の
小
包
が
届

い
て
い
る
の
で
す
。（
後
略
）

　

私
も
こ
の
本
の
登
場
人
物
の
よ

う
に
、
子
ど
も
ら
の
思
惑
な
ど
無

視
し
て
、
荷
物
を
送
り
続
け
る
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

原
田
ひ
香
の
著
書
の
『
ラ
ン
チ

酒
』『
口
福
の
レ
シ
ピ
』『
定
食
屋

「
雑
」』
を
読
む
と
料
理
が
し
た
く

な
り
ま
す
。

　

小
説
を
読
む
の
は
至
福
の
時
間

で
す
。
枕
元
に
置
い
て
あ
る
本
を

毎
晩
読
む
の
で
す
が
、
至
福
の
時

間
も
せ
い
ぜ
い
十
五
分
。
睡
魔
に

は
勝
て
ま
せ
ん
。

「長寿番付」の掲載確認について

お
い
し
く
て

少
し
懐
か
し
い
本
た
ち

丸
山  

浩
子 
さ
ん
（
吉
岡
）

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ  

わ
た
し
の
推
し
本 

④

と
し
ょ
か
ん
の
と
び
ら

　毎年 9月に共同募金の配分金を利用して作成し、全戸に配布している「長寿番付」について、
今年度も例年と同様に、9月 1日現在で下條村に住所がある方のご長寿順に男女各 45名ずつを

掲載する予定です。（昨年度は男性が満 89歳、女性が満 95歳以上の方が対象
になりました。）
　個人情報の観点等から掲載を希望されない方は、7月末日までに役場福祉課
（いきいきらんど下條）内の社会福祉協議会へご連絡いただきますよう、お願い
します。	 ☎ 27-2858　担当・小林
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このページに関するお問い合わせは、総務課 企画財政係へ　電話　27−2346

下條村に、小さな休憩所兼トイレができました

　風景に配慮した、なつかしくて新しい屋根のかたち

　プライバシーと安全、どちらも大切に

下條村の里山の風景になじむ、新しい公共施設ができました。
トイレと休憩所を兼ねた、誰でも立ち寄れる開かれた場所です。どうぞ気軽に立ち寄ってみてください。

深くゆるやかにのびる屋根により、まわりの風景になじみ、圧迫感を感じさせない外観としています。
地域らしさと、新しさもある。下條村らしい風景の一部になることを願って作られました。

地域に馴染みのある瓦色
（いぶし銀色）を採用

なんで屋根が

ななめに

なっているの？

屋根がとびだしているね !?

石を置いてるのはなんで？

景観に配慮した屋根形状

トイレの入り口は、外から顔が見えにくくて安心。
でも足元は見えるから、人の気配はわかり、安全面も配慮。

顔が見えない出入口
プライバシー確保 外から足が見える

安全性確保



景色を楽しむ
明るい場所　　　

屋根に包まれる
落ち着いた場所
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　軒下の大きな石って、なんのため？

　設置されている設備の概要

　その日の気分で場所を選ぶベンチ　星空に配慮した、やさしい灯り

　丁寧な職人技による内装
石は雨樋の代わりに雨水を受けて、水はねを防ぎます。
落ち葉も詰まらないので、お手入れも簡単。

軒下を照らす間接光。足元は見えるけど、空は暗くて星が
よく見える。そんな“夜景に優しい灯り”をつくっています。

地元の職人さんが丁寧に手がけた、やさしい木の空間。
接合金物を隠し、木組そのものを内装として表現。

屋根の形により、いろいろなベンチ空間ができました。
その日の気分で、好きな場所を選んでみてください。

景色に馴染む天竜川の石を利用

（屋根下への侵入防止も）

現地の星空

照度検証
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７月は「愛の血液助け合い運動月間」です　　献血への御協力をお願いします

結婚新生活支援事業補助金について

消防職員を募集します

春秋叙勲の候補者としてふさわしい方を推薦できます！（一般推薦制度）

　下條村では、一定の条件を満たすご夫婦に対し結婚生活を始めるための住居費・引越し費用・結婚に伴う住
宅のリフォーム費用を補助し新生活を応援しています。
補助対象となるのは、以下すべての条件を満たす世帯となります。
◦令和 7年 1月 1日から令和 8年 3月 31日までの間に婚姻届けを提出し、受理された夫婦。
◦世帯の所得（令和 6年分の夫婦の所得を合算した金額）が 500万円未満であること。
◦婚姻日における年齢が夫婦共に 39歳以下で村内に住所を有すること。
◦補助の対象となる住居が下條村内にあること。　◦他の公的制度による家賃補助等を受けていないこと。
◦過去にこの補助金を受けたことがないこと。　　◦下條村又は、前住所地の市町村税に滞納がないこと。

対象経費
◦新規の住宅取得費用　　◦新規の住宅賃貸費用（賃料、敷金、礼金、共益費、仲介手数料も含む）
◦結婚に伴う引越し費用（引越業者や運送業者への支払いにかかる実費）
◦結婚に伴う住宅のリフォーム費用（結婚を機に行う修繕、増築、改築、設備更新工事費用のみ）

補助額
◦夫婦ともに 29歳以下　最大 60万円（1世帯につき）
◦夫婦ともに 39歳以下　最大 30万円（1世帯につき）
※令和 7年 4月 1日から交付申請日までの間に支払った費用が対象です。

申請期限
◦令和 8年 2月末日
＊予算額に達した時点で受付を終了します。お早めに担当係までご相談ください。
　詳しくは村ホームページ、または S-Navi（メニュー	

扌
	 くらし〈移住〉）をご覧ください。

問合せ先
　下條村役場　総務課企画財政係
　℡ 0260-27-2346（直通）　／　e-mail		sjkizai@vill-shimojo.jp

内閣府では、一般の方々から春秋叙勲の候補者としてふさわしい方の推薦を受け付けています。
（常時受付）

▲詳細はこちら

内閣府賞勲局一般推薦担当
☎代表　03（5253）2111	／	内線　83244問い合わせ先

南信州広域連合飯田広域消防本部では、令和７年度消防職員採用試験を次のとおり行います。
１. 採用職種	 消防職員（高校卒業程度）
２. 採用予定人数	 若干名
３. 受験資格	 平成７年４月２日から平成 20年４月１日までの出生者
４. 試験日	 （１）第１次試験　令和７年９月 21日（日）
	 （２）第２次試験　令和７年 10月下旬を予定

（詳細は第１次試験（第１次考査）合格者にお知らせします。）

詳しくは 　　叙勲　一般推薦 検索
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このページに関するお問い合わせは、福祉課 福祉係へ　電話　27−1231

　高齢者の創作活動を通じて、生きがい・健康づくりの増進や社会参加の促進を図るとともに、明るく活力ある
長寿社会づくりを推進し、より多くの高齢者に創作活動を広める契機とする。
　本作品展は、第 38回全国健康福祉祭埼玉大会（ねんりんピック彩の国さいたま 2026）美術展の予選会を兼ね
るものとする。
期日：令和７年（2025年）11月７日（金）～８日（土）（いずれも 9：30～ 17：00）
会場：木曽町文化交流センター（℡：0264-22-2251）
（１）出品者資格：長野県内在住の 60歳以上（昭和 41年４月１日以前に生まれた人）のアマチュアとする。
（２）部　　　門：日本画、洋画、彫刻、手工芸、書、写真の６部門
（３）出 品 作 品：１人１点とし、出品者により創作されたもので、未発表のものとする。
（４）出 品 規 格：①日本画の部　②洋画の部　③彫刻の部　④手工芸の部　⑤書の部　⑥写真の部
（５）テ ー マ：特に定めない。
出品料：無料。ただし、作品返却の運送料は、出品者の一部負担とする。
出品申込み：
（１）申込期間：令和７年（2025年）７月１日（火）～８月 20日（水）
（２）申込方法：出品者は「長野県シニア作品展　出品票」（所定様式）に必要事項を記入し、	 申込用 （1枚目）を、
役場福祉課又は長野県長寿社会開発センター支部（飯田保健福祉事務所福祉課内）へ提出する。
作品の搬入：
（１）搬入期間：令和７年（2025年）10月 20日（月）～ 10月 24日（金）※申込期間とは異なるので、注意のこと。

2025 信州ねんりんピック
スポーツ交流大会の参加者を募集します

●参加資格：長野県内に在住の 60 歳以上の方（昭和 41 年４月１日以前に生まれた方）
　　　　　　なお、競技種目によって参加条件の規定があります。（下記の「参加条件」を参照）
●競技種目：

●申込期間：令和７年７月 25 日（金）まで
参加決定は、参加申込書の受付順となります。募集定員を超
えた場合は、申込期間内であってもお断りすることがありま
す。但し、募集定員に満たない競技は、申込期間を過ぎても
延長して追加募集をする場合がありますのでご確認願います。

●申込書の入手方法：
（１）種目別の「競技要項（兼参加申込書）」は、役場福祉課
に用意してあります。

（２）長野県長寿社会開発センターのホームページからもダウ
ンロードできます。

※各競技種目の詳細については、「競技要項（兼参加申込書）」を必ずご覧ください。

競技種目 チーム構成 募集数 競技会場 参加条件等

ソフトバレーボール １チーム
４～８人 24チーム 大町市総合体育館 ・男女混合チームで男女各２名

が常時プレーすること

ウ ォ ー ク ラ リ ー １チーム
５人 10チーム 大町市サン・アルプス大町

周辺

グラウンド・ゴルフ 個人参加 120人 大町市運動公園
野球場

ペ タ ン ク １チーム
３人 16チーム 大町市運動公園

屋内運動場
・女性が１人以上	
・70歳以上が１人以上

弓 道 個人参加 50人 大町市運動公園
弓道場

ゲ ー ト ボ ー ル １チーム
５～８人 24チーム 大町市運動公園

多目的広場
・女性が２人以上４人以内
・70歳以上が１人以上

テ ニ ス 年齢・男女別
ダブルス 20チーム 大町市運動公園

テニスコート

ソ フ ト テ ニ ス 年齢別男女混合
ダブルス 16チーム 大町市運動公園

テニスコート

マ レ ッ ト ゴ ル フ 個人参加 144人 池田町アルプス広場
マレットゴルフ場

９/27（土）開催

２０２５信州ねんりんピック　長野県シニア作品展　募集案内

2025 信州ねんりんピック実行委員会
＜問合せ先・連絡先＞	公益財団法人長野県長寿社会開発センター
〒 380-0936	長野市大字中御所字岡田 98-1（長野県長野保健福祉事務所庁舎内）
℡：026-226-3741　　Fax：026-226-8327
ホームページ：https://www.nicesenior.or.jp/ ▲シニア

作品展のページ

お問い合わせは
役場福祉課又は
右記まで

開催地：大町市
　　　　池田町
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下條村  村民センター
（下條村役場 敷地内） 

阿南町

小学校国道151号

役場

村民センター
ファミリーマート

阿智村

N

・空き家をどうしていいかわからない。
・入居希望者を探したい。

・土地建物、預貯金の名義を変えたい。
・贈与のやり方がわからない。

相続・登記等

個別相談会
８月９日 ( 土 )

9:00~12:00
（受付時間 9:00~11:30）

相続・登記のご相談
【司法書士法人 木下事務所】 【下條村役場  総務課】

お問合せ：下條村役場  総務課  0260 - 27- 2311 ※当日は個別ブースにてご相談いただけます。

空き家等のご相談

日程

場所

無料
当日 受付順

対象
下條村の住民

下條村に土地建物を
所有されている方

ちゃんと登記したから安心だね！

他の人に財産を管理してもらえる方法があるのか！

だれにお願いすれば

よいのか理解できた！

空き家
にこん

な

使い方
がある

んだ！

登記ってなに??
そういうことか！

『相続登記が義務化』
※令和６年 4月から

されました。
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イノシシ、シカなどによる
農業被害にお困りの方へ 電気柵などの設置費用を補助します 

日　　時：令和７年８月 30日（土）10：00～ 21：00
電話番号：0120-567-301（当日のみの専用番号です）		※相談は無料、秘密は厳守します。
相 談 例：養育費の話し合いをしないまま離婚したけど、今から支払ってもらえるの？／
　　　　　今までは養育費を支払ってくれていたのに、急に支払われなくなった！／
　　　　　養育費を減額 /増額してほしい。　etc.
共　　催：長野県司法書士会、長野県青年司法書士協議会、全国青年司法書士協議会、他
後　　援：日本司法書士会連合会、一般財団法人全国母子寡婦福祉団体協議会、
　　　　　ひとり親家庭サポート団体全国協議会
問合せ先：長野県司法書士会（℡：026-232-7492）

■ 補助の対象となるもの
・電気柵、ワイヤーメッシュ柵、	ネット柵
などの資材購入費

・音、匂い、光、その他の方法により有害
鳥獣を防除する忌避資材購入費

・新設、増設、全面改修、バッテリーなど
通常の消耗的資材の購入費

※設置のための工具、施工費、送料等は除
きます。

　村では鳥獣（イノシシ・シカなど）による農作物被害防止のため、電気柵などの設置費用の一部を補助
します。詳細は次のとおりです。

消耗品経費まで補助を拡充しました

下條村猟友会員募集中　詳しくは役場振興課まで

■ 補助額
　資材購入費の２分の１以内とし、千円
未満は切捨てます。（上限額 50万円）

■ 申請方法
　事業実施前に申請が必要です。振興課窓口において
申請書と必要書類を添付の上、提出してください。

※資材を購入する前にあらかじめお問い合わせく
ださい。

※見積書および現場写真などが必要になります。
※予算には限りがありますので、予算額に達し次
第、受付を終了する場合があります。

日　　時：令和７年８月４日（月）～８月８日（金）午前９時から午後４時まで
場　　所：県内各司法書士事務所（必ず電話でお問い合わせの上お出かけください。）
相 談 料：無料
予　　約：相談を希望する司法書士事務所に直接お問い合わせください
相 談 例：登記名義人が先々代のままになっている／相続登記の義務化でどのように変わったのか／
　　　　　実家が相続登記をせずに空き家となっている／相続した土地を国が引き取ってくれる
　　　　　制度について知りたい／法定相続情報証明制度について知りたい／遺言について	
　　　　知りたい／法務局で遺言を預かってくれる制度について知りたい

問 合 先：長野県司法書士会（℡：026-232-7492）

司法書士による無料電話相談　  「全国一斉  子どものための養育費相談会」

司法書士事務所における『相続登記特別無料相談』
～相続の心配ごとを解決しませんか？～		を実施します。

８月３日は
司法書士の日です！

★お近くの司法書士事務所へお問い合わせの上、お出かけください。お近くの司法書士事務所については、長
野県司法書士会（026-232-7492）へお問い合わせいただくか、当会ホームページに掲載している会員名
簿をご覧ください。
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福祉の職場を知りたい、就職をしたい方へ

南信州広域連合の文化芸術活動支援センターがオープンしました

参議院議員通常選挙のお知らせ

７月は「人権について考える強調月間」です　～人権が尊重される長野県をめざして～

福祉の職場説明会・就職相談会（事業所や仕事・資格の説明、就職相談）を行います。
■福祉関係事業所の方と直接面談ができます。
 日　 　　時 ：	令和７年７月 25日（金）　13時 30分～ 15時 30分
　　　　　　		（受付：13時 00分～ 15時 00分）
 会　 　　場 ：	南信州・飯田産業センター（エス・バード）
 申込み・問合せ ：	ハローワーク飯田（℡	：0265-24-8609）又は
　　　　　　		長野県福祉人材センター（℡	：026-226-7330）

詳しくは長野労働局 HP 又は長野県福祉人材センター HP をご覧ください。

〇文化芸術活動支援センターとは
　　南信州地域の住民の皆さんが気軽に音楽やダンス、美術など
様々な文化芸術活動に取り組める場として南信州広域連合が設
置した施設です。活動室のほかに陶芸や木工の設備等も併設し
ています。文化芸術活動やその次世代の担い手の育成のほかに、
「部活動の地域移行」の場としてもご利用ください。

〇利用のながれ
　利用者登録	⇒	施設の予約（抽選・随時）⇒	施設利用	⇒	使用料のお支払い
　利用者登録と施設の予約は、インターネット又は書面で可能です。
　使用料等についてはホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

〇施設情報
　★ 開 館 時 間　　９時～ 22時
　★ 休　館　日　　毎週水曜日／年末年始（12月 29日～１月３日）
　★ 住　　　所　　飯田市上郷別府 3338番地８
　★ 電　　　話　　0265-48-6605　☆	FAX　0265-53-7155
　★ ホームページ　　https://bunka.minami.nagano.jp

参議院議員通常選挙
投　票　日：　７月 20日（日）　投票時間は午前７時～午後７時
　　　　　　　開票は、同日午後８時から村民センター大会議室にて行います。
期日前投票：　７月４日（木）～７月 19日（土）
　　　　　　　期日前投票の投票時間は午前８時 30分～午後８時

　７月 20 日（日）は参議院議員通常選挙の投票日です。
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次
の
と
お
り
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

☆
新
任
（
七
月
一
日
付
）

【
教
育
委
員
会
】

　
保
育
所
栄
養
士
兼
調
理
員

　
　
鎌
倉
　
由
紀

　
　
　
　（
飯
田
市
）

　
六
月
二
十
一
日
（
土
）、
飯
田
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
晴
天
に
も
恵
ま
れ
一
四
〇
名
と
多
く

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
盛
大
に
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
競
技
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
優
　
勝
　
　
　
　
　
寺
澤
邦
彦

　
準
優
勝
　
　
　
　
　
小
室
一
平

　
第
三
位
　
　
　
　
　
伊
藤
　
哲

　
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
　
　
池
田
　
誠

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
口
座
振
替
ま
た

は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
が
便

利
で
お
得
で
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
や
金
融
機
関
等
に
行
く
手
間

が
か
か
ら
ず
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・
口
座
振
替
（
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
）

　
　
ご
指
定
の
口
座
か
ら
、
定
期
的
に
保

険
料
を
振
替
し
て
納
付
す
る
方
法
で
す
。

「
早
割（
当
月
末
納
付
）」や
「
前
納
」
で

納
め
る
と
、
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

※
過
去
の
保
険
料（
納
め
忘
れ
等
）
は
口
座

振
替
で
納
付
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
振
替
日
が
土
曜
、
日
曜
日
、
祝
日
に
当

た
る
と
き
は
、
翌
営
業
日
に
引
き
落
と

し
と
な
り
ま
す
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　
　
ご
指
定
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社

か
ら
継
続
的
に
立
替
納
付
を
行
う
方
法

で
す
。「
前
納
」
で
納
め
る
と
保
険
料

が
割
引
さ
れ
ま
す
。

※
過
去
の
保
険
料
（
納
め
忘
れ
等
）
及
び

一
部
免
除
期
間
の
保
険
料
は
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

※
立
替
納
付
日
と
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

会
社
に
よ
る
口
座
引
落
日
は
異
な
り
ま

す
。

　
毎
年
、
お
も
ち
ゃ
花
火
の
誤
っ
た
使
用

方
法
に
よ
る
火
災
、
負
傷
事
故
が
起
き
て

い
ま
す
。

　
お
も
ち
ゃ
花
火
を
取
り
扱
う
際
は
、

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全
に
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

公
益
財
団
法
人
日
本
煙
火
協
会

H
P

(h
ttp

://w
w

w
.h

a
n

a
b
i-jp

a
.jp

/

o
m

o
ch

a/in
d
ex

.h
tm

l)

役
場
の
人
事

役
場
の
人
事

第
五
十
四
回

村
民
ゴ
ル
フ
大
会

お
も
ち
ゃ
花
火
は

　
ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
　
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
！

日
本
年
金
機
構
か
ら
の

お
知
ら
せ

人権啓発センター企画展（長野県立歴史館内）…… ７月　２日（水）～８月　３日（日）
人権ポスター展（MIDORI 長野３階）………………７月 24 日（木）～７月 31 日（木）

　
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
の
国
民
年
金

担
当
窓
口
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
関
す
る
お
問
合
せ
・
ご
相
談
は

　
役
場 

住
民
税
務
課 

住
民
係

　　電
話
…
〇
二
六
〇-

二
七-

二
三
一
一

　
飯
田
年
金
事
務
所

　　電
話
…
〇
二
六
五-

二
二-

三
六
四
一
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▲▶ 6 月 25 日
　小学校で音楽交流

会が行われました。

▲ 5 月 28 日　保育所保護者会による年長児の親子
遠足が開催され、親子で愛知県へでかけました。
当日は快晴で、絶好の遠足日和でした。

▲７月は「社会を明るくする運動強調月間」
です。

　７月１日 火曜日 朝、保護司と更生保護
女性会による「あいさつ運動」が小学校、
中学校の正面玄関にて行われ、社明運
動の趣旨を元気に伝えました。また、宮
島保護司より、大臣からのメッセージ伝
達も行われました。

表
敬
訪
問

　
五
月
五
日
に
行
わ
れ
た
長

野
県
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
兼
全
日
本
小
学

生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
長
野
県
予
選
会
に
お
い

て
、
男
子
の
部
で
三
位
に
入

賞
し
た
林 

拓
未
さ
ん
（
合

上
）
が
、
五
月
二
十
七
日
に

表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
林
さ
ん
は
、
八
月
一
日
、

二
日
に
茨
城
県
で
開
催
さ
れ

る
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
選
手
権
大
会
へ
出
場
し

ま
す
。

　
多
年
に
わ
た
り
、
伝
統
文
化

財
の
保
存
・
継
承
に
尽
力
し
、

伝
統
芸
能
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

た
と
し
て
、
六
月
十
日
に
長
野

県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　
地
芝
居
は
、
村
内
各
地
で
団

体
・
有
志
で
公
演
が
行
わ
れ
て

き
た
が
、
由
緒
あ
る
郷
土
芸
能

を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
昭
和

四
十
六
年
に
下
條
村
歌
舞
伎
保

存
会
を
設
立
し
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
保
存
会
員
を
中
心
に

小
・
中
学
生
な
ど
若
手
の
育
成

に
も
貢
献
し
、
歌
舞
伎
の
魅
力

を
伝
え
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
二
〇
二
〇
年
に
伝
承
か
ら

三
〇
〇
年
迎
え
、
今
な
お
地
域

に
愛
さ
れ
る
地
芝
居
と
し
て
多

く
の
村
民
か
ら
支
持
さ
れ
て
い

ま
す
。

令和7年５月から
令和7年７月まで

下
條
村
歌
舞
伎
保
存
会

長
野
県
知
事
表
彰
受
賞

下
條
村
歌
舞
伎
保
存
会

長
野
県
知
事
表
彰
受
賞


